
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
か
ら
投

影
さ
れ
た
映
像
に
各
会
場
に

繋
が
れ
た
８
コ
マ
の
映
像
が

映
さ
れ
て
い
る
。
議
事
進
行

に
従
っ
て
発
言
者
の
顔
が
大

写
し
に
な
る
。
』

六
月
二
八
日
の
地
区
社
協

会
長
会
議
の
風
景
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
従
来
の
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
の
一
堂

に
会
し
た
会
議
が
四
会
場
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
リ

モ
ー
ト
会
議
に
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。
会
議
で
は
「
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
見
え
て
き
た
今
後

の
地
域
福
祉
活
動
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
地
区
社
協
活

動
に
も
次
の
よ
う
な
影
響
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

①
ふ
れ
あ
い
喫
茶
、
子
育
て

サ
ロ
ン
、
障
が
い
者
つ
ど
い

場
、
街
頭
募
金
、
福
祉
講
座

等
の
日
常
活
動
は
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

②
役
員
、
執
行
委
員
、
三
役

ご
と
の
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
に

よ
る
情
報
共
有
が
活
発
に
な

り
ま
し
た
。

③
昨
年
四
月
に
は
八
〇
名
の

独
居
高
齢
者
の
電
話
訪
問
を

実
施
し
ま
し
た
。

④
高
齢
者
見
守
り
活
動
の
一

環
で
あ
る
敬
老
お
祝
訪
問
が

定
着
し
ま
し
た
。

⑤
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

⑥
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
へ
の

往
復
カ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

実
施
し
ま
し
た
。

一
方
で
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動

で
の
次
の
よ
う
な
課
題
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

①
高
齢
化
の
進
行
と
コ
ロ
ナ

禍
で
独
居
高
齢
者
の
ス
ト
レ

ス
や
介
護
家
族
の
葛
藤
が
表

面
化
し
て
い
ま
す
。
民
生
委

員
と
も
連
係
し
た
見
守
り
活

動
が
一
層
必
要
で
す
。
配
食

サ
ー
ビ
ス
や
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
新
た
な

見
守
り
活
動

の
模
索
が
必

要
で
す
。

②
コ
ロ
ナ
禍

で
高
齢
者
の

ス
マ
ホ
活
用

等
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
ま

す
。
地
域
在
住
の
大
学
生
等

へ
の
声
掛
け
に
よ
る
若
年
層

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の
発

掘
が
課
題
で
す
。

③
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
む

中
で
今
後
の

イ
ベ
ン
ト
等

の
参
加
に
当

た
っ
て
接
種

証
明
の
提
示
を
求
め
る
等
の
”

ワ
ク
チ
ン
差
別
”
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
接
種
で
き
な
い
事

情
を
抱
え
た
方
も
参
加
で
き

る
た
め
の
市
社
協
等
と
連
係

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
交
流
拠
点
づ
く
り
の

検
討
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
検
討
委
員

会
で
、
上
山
口
東
と
北
六
甲

台
の
両
自
治
会
か
ら
地
区
社

協
中
心
の
拠
点
づ
く
り
で
な

く
「
自
治
会
主
体
の
拠
点
づ

く
り
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
、
自
治

会
案
も
検
討
の
一
つ
と
し
て

具
体
案
の
提
案
を
待
つ
こ
と

に
し
ま
し
た
。

今
年
三
月
に
自
治
会
案
が

提
案
さ
れ
検
討
委
員
会
で
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

四
月
の
北
六
甲
台
自
治
会

総
会
で
全
役
員
が
交
替
し
、

新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
体
制
後
、
両
自
治
会
の
自

治
会
案
扱
い
の
協
議
は
、

コ

ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
七
月
に
よ

う
や
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
が

結
論
は
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
は
、
両
自
治

会
に
よ
る
自
治
会
案
の
扱
い

の
協
議
経
過
を
踏
ま
え
て
次

回
開
催
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

（
会
長

日
高
）
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独
自
財
政
確
立
の
困
難
さ

二
〇
一
四
年
三
月
の
設
立

以
来
、
福
祉
ネ
ッ
ト
は
六
年

を
経
過
し
ま
し
た
が
、
去
る

五
月
一
五
日
の
役
員
会
に
お

い
て
正
式
に
福
祉
ネ
ッ
ト
の

解
散
と
新
組
織
へ
の
移
行
を

決
定
し
ま
し
た
。

福
祉
ネ
ッ
ト
役
員
会
で
は
、

こ
こ
一
年
ほ
ど
組
織
の
在
り

方
を
見
直
す
議
論
を
重
ね
ま

し
た
。
背
景
に
は
福
祉
ネ
ッ

ト
の
費
用
負
担
が
全
面
的
に

地
区
社
協
に
依
存
し
て
い
た

点
が
あ
り
ま
す
。
独
自
組
織

と
し
て
そ
の
点
の
改
善
を
検

討
し
た
も
の
の
構
成
組
織
の

費
用
分
担
は
困
難
で
あ
り
、

独
自
の
財
政
確
保
は
断
念
す

る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
昨
年
か
ら
は
主

た
る
経
費
項
目
で
あ
る
広
報

紙
発
行
と
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
を
中
止
し
ま
し
た
。

重
点
課
題
の
扱
い
の
変
更

二
年
前
か
ら
検
討
に
着
手

し
た
「
共
生
型
地
域
交
流
拠

点
づ
く
り
」
に
つ
い
て
も
、

昨
年
地
域
交
流
拠
点
づ
く
り

の
「
地
区
代
表
者
会
議
」
と

「
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
、
協
議
の
場
が
そ
ち
ら
に

移
さ
れ
ま
し
た
。

発
足
以
来
の
テ
ー
マ
だ
っ

た
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
に
つ

い
て
も
、
今
年
三
月
に
開
催

さ
れ
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
Ｚ

O
O

Ｍ
懇
談
会
」
を
ベ
ー
ス
に

今
後
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
地
区

社
協
が
独
自
に
具
体
化
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
区
ネ
ッ
ト
へ
の
移
行

以
上
の
経
過
や
背
景
が
、

福
祉
ネ
ッ
ト
の
新
組
織
へ
の

移
行
の
趣
旨
で
す
。
今
後
は

地
区
社
協
が
主
催
す
る
「
地

区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
、

地
域
福
祉
に
関
わ
る
自
由
で

オ
ー
プ
ン
な
懇
談
の
場
と
し

て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

地
域
福
祉
の
啓
発･

広
報
活
動

発
足
以
来
、
地
域
福
祉
の

啓
発
・
広
報
活
動
に
努
め
ま

し
た
。
五
回
の
福
祉
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
延
四
六
八
名
参
加
）

と
、
全
住
民
対
象
に
三
二
〇

〇
部
の
広
報
紙
を
一
〇
号
に

渡
っ
て
発
行
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
困
り
事
支
援

住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
次

の
よ
う
な
高
齢
者
等
の
困
り

ご
と
改
善
に
取
組
み
ま
し
た
。

●
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ

ン
テ
ナ
保
管
の
改
善
●
空
家

空
地
問
題
で
市
と
協
議
●
認

知
症
徘
徊
者
の
捜
索
手
順
の

整
理
と
広
報
●
降
雪
時
の
融

雪
剤
手
配
で
自
治
会
と
連
係

●
バ
ス
通
り
舗
道
凹
凸
の
市

へ
の
修
繕
要
望
●
地
域
支
援

マ
ッ
プ
の
作
成
と
広
報
等

認
知
症
の
地
域
支
援
に
着
手

北
部
地
区
初
め
て
の
認
知

症
カ
フ
ェ
の
立
上
げ
を
支
援

し
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
に
”

に
こ
に
こ
丸
山
カ
フ
ェ
”
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

二
〇
一
九
年
四
月
に
は
、

福
祉
ネ
ッ
ト
で
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
べ
ん
り
帳
・
北
六
甲
台
地

区
版
を
発
行
し
、
全
戸
配
布

し
ま
し
た
。
市
内
で
三
番
目

の
地
区
版
の
お
披
露
目
会
に

地
区
版
掲
載
の
四
三
施
設
・

団
体
の
代
表
二
二
名
の
方
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

北
六
甲
台
自
治
会
と
共
催

で
二
回
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
延
七
一

名
の
受
講
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
者
と
初
め
て
の
連
携

地
域
の
病
院
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
介
護
施
設
、
薬
局
等
の

事
業
者
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
し
ま
し
た
。

高
田
上
谷
病
院
の
送
迎
バ

ス
運
行
や
コ
ー
プ
こ
う
べ
の

移
動
店
舗
運
行
に
協
力
し
ま

し
た
。
有
馬
病
院
で
の
認
知

症
研
修
・
施
設
見
学
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
山
口
苑
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
運
営
推
進
会
議
や

一
羊
会
評
議
員
会
に
代
表
者

を
派
遣
し
ま
し
た
。

地
域
活
動･

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

新
た
に
障
が
い
者
家
族
会

「
パ
ズ
ル
の
会
」
、
北
六
甲

台
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
係
し
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
や
役
員
と
し

て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
交
流
拠
点
づ
く
り
懇

談
会
を
開
催
し
、
三
五
の
活

動
グ
ル
ー
プ
・
団
体
と
の
連

係
の
場
が
実
現
し
ま
し
た
。

あ
ん
し
ん
窓
口
山
口
と
共

催
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
介
護
施

設
、
訪
問
看
護
師
等
の
専
門

職
等
九
名
参
加
の
地
域
包
括

ケ
ア
ＺO

O

Ｍ
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
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福
祉
ネ
ッ
ト
か
ら
地
区
ネ
ッ
ト
へ
！

福
祉
ネ
ッ
ト
の
六
年
間
の
歩
み

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
地
区
計

画
づ
く
り
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
？
」

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

七
月
七
日(

水)

、
感
染
リ
ス

ク
を
抑
え
る
た
め
会
場
は
分

散
・
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
北

部
エ
リ
ア
は
徳
風
会
館
に
て

実
施
。
画
面
の
司
会
の
方
が
、

み
ん
な
に
起
立
を
促
さ
れ
た

の
で
、
自
己
紹
介
か
な
？
と

思
い
き
や
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー

ム
を
す
る
こ
と
に(

笑)

。
お
か

げ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
会
場
が

一
気
に
和
み
ま
し
た
。

先
ず
は
兵
庫
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
松
本
裕
一
氏
と
、

西
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

上
野
武
利
氏
の
講
師
お
二
人

の
お
話
で
し
た
。
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
社
会
的
孤
立

を
防
ぐ
に
は
近
所
付
き
合
い

と
い
っ
た
繋
が
り
が
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
持
つ
こ
と
。

「
地
区
福
祉
計
画
と
は
」
み

ん
な
で
身
近
な
地
域
の
未
来

を
話
し
合
う
こ
と
等
々
。

「
ふ
～
ん…

？
」
と
頭
を
通

り
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
後
各
地
区
の
会
場
に

お
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

開
始
。
は
じ
め
に
①
各
自
、

時
代
を
振
り
返
り
二
十
年
前

か
ら
現
在
に
至
る
自
分
を
取

り
巻
く
地
域
変
化
を
思
い
出

す
作
業
（
何
だ
か
タ
イ
ム
ワ

～
プ
し
た
気
分
）
の
後
、
発

表
。
次
に
②
お
話
を
聞
き
た

い
・
繋
が
り
た
い
組
織
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
、
思
い
つ
く
ま

ま
列
挙
し
て
そ
の
理
由
を
会

場
で
発
表
。
そ
れ
ぞ
れ
に
地

区
の
抱
え
る
問
題
や
共
通
す

る
課
題
も
あ
り
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

今
は
ま
だ
、
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
で
地

区
福
祉
計
画
の
向
か
う
べ
き

先
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

今
日
の
講
師
の
方
の
お
話
し

の
よ
う
に
、
み
ん
な
で
一
緒

に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局
長
・
北
村
啓
子
）

●
手
作
り
感
の
あ
る
創
刊
号

創
刊
号
は
、
当
時
の
ワ
ー

プ
ロ
時
代
を
反
映
し
、
手
作

り
の
ぬ
く
も
り
が
あ
り
ま
す
。

●
編
集
ソ
フ
ト
の
活
用

私
が
編
集
担
当
を
始
め
た

二
〇
一
七
年
に
は
既
に
、｢

パ
ー

ソ
ナ
ル
編
集
長｣

と
い
う
ソ
フ

ト
が
導
入
さ
れ
、
文
字
入
力

す
る
だ
け
で
紙
面
構
成
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
現
役
時
代
の
パ
ソ
コ
ン

経
験
で
記
事
作
成
は
す
ぐ
に

理
解
で
き
ま
し
た
が
、
写
真

貼
付
や
カ
ラ
ー
の
白
黒
変
換

に
は
少
し
手
こ
ず
り
ま
し
た
。

●
年
一
度
の
全
戸
配
布

大
変
だ
っ
た
の
は
毎
年
六

月
の
全
戸
配
布
三
千
五
百
部

の
印
刷
で
す
。
朝
九
時
コ
ミ

セ
ン
に
広
報
部
員
が
集
合
し

十
二
時
頃
迄
、
印
刷
と
丁
目

別
枚
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
、
各

丁
目
の
配
布
責
任
者
に
北
六

甲
台
と
上
山
口
東
の
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

●
折
り
機
の
便
利
さ

広
報
紙
は
Ａ
３
用
紙
を
二

つ
折
り
に
し
ま
す
が
、
高
速

で
正
確
に
二
つ
折
り
し
て
く

れ
る
折
り
機
に
驚
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
便
利
な
機
械
が
あ
る

の
か
と
感
心
し
ま
し
た
。

●
カ
ラ
ー
版
全
戸
配
布
体
制

昨
年
秋
頃
に
執
行
委
員
会

で
広
報
紙
の
通
販
印
刷
活
用

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
新

年
度
に
な
り
、
今
後
の
会
計

収
支
の
健
全
化
を
考
慮
す
る

と
コ
ス
ト
削
減
が
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ス
マ
ホ
で
通
販
印

刷
の
見
積
り
を
調
べ
る
と
、

印
刷
作
業
が
な
く
な
る
上
か

な
り
安
く
な
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
六
月
号
か
ら
ネ
ッ

ト
通
販
に
慣
れ
た
広
報
部
員

に
お
願
い
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
納
品
さ
れ
た
広
報
紙
は

高
品
質
で
百
枚
毎
に
区
切
ら

れ
枚
数
カ
ウ
ン
ト
も
楽
で
、

も
っ
と
早
く
活
用
す
べ
き
だ
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

（
広
報
部
長
・
小
出
晴
浩
）
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令
和
の
地
域
福
祉
を
考
え
よ
う
！

「
ぬ
く
も
り
」カ
ラ
ー
化
と
全
戸
配
布
体
制
！

編
集
を
担
当
し
て

｢

ぬ
く
も
り｣

の
進
化

■
ぬ
く
も
り
は
一
九
九
七
年
五
月
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

■
二
〇
一
二
年
四
月
号
か
ら
は
そ
れ
ま
で
の
Ａ
５
版
二
つ
折
り
の

紙
面
を
現
在
の
Ａ
４
版
二
つ
折
り
に
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

■
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
か
ら
は
紙
面
編
集
に
編
集
ソ
フ
ト
を
導

入
し
、
多
彩
で
高
度
な
編
集
が
可
能
と
な
り
紙
面
構
成
が
一
新
さ

れ
ま
し
た
。

■
二
〇
一
六
年
六
月
号
で
は
年
一
回
限
定
で
初
め
て
カ
ラ
ー
版
印

刷
を
外
注
し
、
総
会
報
告
を
中
心
に
地
区
社
協
活
動
の
周
知
を
図

る
た
め
自
治
会
員
対
象
で
な
く
全
戸
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
二
〇
二
一
年
六
月
号
以
降
、
印
刷
通
販
業
者K

発
注
の
低
コ
ス

ト
に
よ
る
カ
ラ
ー
化
と
全
戸
配
布
と
い
う
現
在
の
発
行
体
制
に
至
っ

て
い
ま
す
。

地
区
福
祉
計
画
研
修
会
報
告

左のQRコードをスキャ
ンして市社協のホーム
ページをご覧下さい


